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はじめに

オース トラリア大陸東縁辺海域は,熱帯域におけるグレー トバリアリーフのみならず,

その南の温帯域にかけても広大な炭酸塩堆積環境を形成 している.石油公団石油開発技術

センターとオース トラリア地質調査機構は,熱帯性から温帯性炭酸塩プラットフォームの

堆積相分布 と環境変化,特に海水準変動 との関係の解明を目的として,同海域の南緯250

から270 にかけての2海域 (図 1)において共同研究を行った (辻 他,1992).ここで

は,その研究航海において ドレッジされた,多数の造礁性サンゴの放射年代測定結果を示

し,それら年代値の信頼性 とサンゴの生息水深について考察する.

基数

融和 ま,陸棚中部に存在するバンク上,および,その東端に見 られる侵食崖状地形の平

坦面から採集された (図2).表1にサンゴの属名,試料採集地点の緯度 ･経度,水深,

および粉末X線回折から得た鉱物組成を示す.試料は全て平板状の形態を示 し,それぞれ

のサンゴの成長方位から見た上面を石灰藻が被覆 していことから,現地性のサンゴ化石 と

判断した.

採取地点の地形的特徴 とGeph叩 aPSaCan'bbeaDJ'ca(ナンノ化石)が同時に産出すること

から,試料が更新世から完新世の年代を示すことが予想 された.そこで予想年代域に最適

な, αスペク トル23W U法 およびタンデ トロン加速器質量分析計 14C法を適用 した.

走法

2W U法 については,試料からウランおよびトリウム同位体を別々に抽出 ･精製 し

てαスペクトル分析用線源を作成 し,金沢大学のORTEC社製 576-3(氾RV型スペク トロメ

ーターを用いて各核種量を測定 した (詳細は,大村,1988を参照.)
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Figure1Bathymetryandpositionofthestudyareas(1and2)insouthemQueensland.
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Fjigure2 Schematicprofileofthearea2andthesam plingsites.

ー190-



14C法は,現代炭素の影響 (Bu汀eta1.,1992)を除くために,前処理として希塩酸による

試料表面のエッチングを行った.線源は,名古屋大学年代測定資料研究センターのガラス

ラインを用いて,二酸化炭素をマグネシウムにより還元し,得られたアモルファス炭素

を,銀粉 と共にプレスして作成 した.そして,同センターのタンデトロン加速器質量分析

計により,lTC濃度測定を行った｡

結果および考察

両年代測定の結果を表2にまとめて示す.得られた年代値は,これらのサンゴが最終氷

期最盛期以降に生育していたことを意味する.そして,それぞれの試料の年代値,採集深

皮,および海水準変動曲線を総合すること (図3)で,本研究で使用 したサンゴ試料が,

水深 30-60mの範囲を保ちながら生息していたと推論できる.このことは,現在 も同海

域の水深約 40m において造礁性サンゴの生息が確認されていること,種構成,および全

ての群体が,比較的深い水深で生息する群体に特徴的な平板状の形態であることからも支

持される.この結果から,造礁性サンゴが,特に温帯域においては,水深数十メートルの

環境で成長してバンクの形成に寄与していると言える.

また,表2に示すように, 同一試料のW U年代 と14C年代 は,必ずしも一致してい

ない.2W U年代については,1)鉱物組成 ,2)23m 濃度,3)2yU濃度,4)初生234UP38U

比 の4項目に注目して年代値の信頼性を評価 した.DRO18-15はウラン同位体の二次的な

付加が認められ,年代若返 りの可能性がある.また,DR008-12では,ウランおよびトリ

ウム同位体の二次的付加が考えられ,見掛けの年代が充分信頼出来るとはいえない.一

万,14C年代については,半減期,同位体分別作用,海洋中の全炭酸塩による14C濃度の

希釈効果 (Gillespie&Polach,1979)に関する補正を行った (表2中の14cc-･Age).

ここで珊 年代 と補正 14C年代を比較すると,14C年代が系統的に若い.BardetaJ.(

1993)とEdwardsetaL.(1993)は,それぞれバルバ ドス島,ヒュオン半島産サンゴ試料の年

代測定から,同様の結果を報告 しており,彼 らは,両年代の不一敦を,大気中の14C濃度

変化に起因する14C濃度初期値の変化で説明した.図4は,2W U年代を真の年代 と仮

定し,14C年代 との差から推定 した大気中の14C濃度 (△14C)変化である.本研究結果

は,年輪年代 (Stuivereta1.,1991)および質量分析計2W U年代 と14C年代の比較 (Bard

eta1.,1993)から求めた結果と-敦する.このことは,本研究で得られた見掛けの

W U年代が,真の年代 (暦年代)に近いことを意味する.以上の結果から,これまで
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TableISam plen0.,lab.n0.,latitude,longitude,depth,taxonandmineralogyof

coralsforrad五ometricdating.
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Table2Uraniumandthoriumisotopiccompositionand23αrl〆34Uand14cdatesof

coralsdredgedfromoffsouthemQueensland.

(2知り/23IU)〇
･･･ ロ コ★

I.15II0.010

I.148*0.010

I.142*0.OIL

1.126▲0.010

1.152 i0,009

1.169i0.008

1.141i0.009

1.14古 土0.009

1.135i0.012

2W Age

__ .也 .･.._
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6340i140

9090i200

IL250I230

11930i270
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10490土240
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sJLJnPle 叫 2m

No･ 血車 重 垂

XS_04 4.lot0.04 0.041三上0.恥ll

KS-06 2.44 i0.02 <0.02

KS-09 3.38I0.04 <0.02

KS-08 3.60 I0.04 <0.02

KS-0ユ 3.02 J.0.03 <0.02

KS-07 5.13i0.05 <0.02

KS-03 3.51土0.03 <0.02

KS-05 2.92 A0.02 <0.02

KS-01 2.93 I0.03 <0.02

叫 肌 230mPq

(伽 Td (伽 Td )

1.151▲0.010 0.0053土0.0004

1.148土0.010 0.0031土0.M 3

1.142▲0.011 0.0020土0.(氾03

1.126土0.010 0.0029土0.0004

1.152▲0.009 0.0042▲0.0003

1.16古土0.008 0.0570土0.0012
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1.131土0.012 0.1044土0.00三三
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1万年より若い試料の測定には必ず しも適さないとされてきたaスペク トル23W 4U法

が,測定精度の向上によって数千年の試料 にも十分利用できると言える.また図4で,大

気中の 14C濃度変化曲線 とかろうじて-敦する試料 (DR008-14,DRO18-16)は,年代測定

用試料の粉末X線回折によって確認 された高マグネシウム方解石の二次的な晶出の影響で

14C年代が若返 り,△14C値が大きく表れたと考えられる.

終わ りに

ここでは,温帯域でバンクを形成 している造礁性サンゴについて,水深に関 してのみ考

察を行っているが,底質の問題 も含めてバンクの形成過程 と海水準変動の関係 をさらに検

討する必要がある.
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During血eCnlise105inBMR〝NOC-TRCjointresearchprogram,many

submergedcoralsweredredgedfromthecontinentalmarglnextendedfromthe

subtropicaltothetemperateregionOffeastemAustralia.Inthisstudy,nineofthese

corals,agesofwhichwerediscussedtobeHoloceneorPleistocene,weredatedby

twomethods,α-SpectrometriC230Th/234UmethodandTandetronacceleratormass

spectrometric14cme血od･

Bothconventional14cand230Th/2340dateof山esecoralsrangefrom0

t012,000yr.mewaterdepthofsamplingsitesandtheradiometricdatesofcorals

wi血 血eHolocenesealevelcurvereconstnlCtedfわrtheeastAustralianreglOn

(Chappell,1983;ThomandRoy,1985)suggestthatthesubmergedcoralsdatedhere

havegrowninwaterdepthof30to60mduringthetransgressivestagefromthelast

glacialmaximumtothepresent-day.

Afterre-Calculationofeachconventional14cdateuslngaValueof5,730yrfor

thehalf-lifeof14C,andcorrectionfortheisotopicfractionationeffectandforthe

reservoireffect(450±35yr;GillespieandPolach,1979),the14Cand230TnP34U

datesofthesamesampleswerecomparedwitheachother･TYleCOrreCted14cdates

aresystematicallyyounger血anthe230Th/234Udatesbyaminimumdifference

of310yrfbr山e230Thβ340dateof580yrtoamaximumof1,070yrfわrthatof

9,090yr.Suchdifferencesbetweenthesetwomethodscanbeattributedtothe

secularvariationoftheradiocarboncontentoftheatmospherecausedbychangesin

intensityoftheearth'smagneticfield.ItmeanSthatHolocenecoralscanbereliably

datedbythe230mP34Umethodifuraniumandthoriumisotopiccompositionsare

deteminedwi血highprecision.
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